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●
特
定
健
康
診
査（
特
定
健
診
）と
は 

　
生
活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
糖
尿
病
や

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
は
、
最
初
は

症
状
が
な
く
て
も
心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中

な
ど
の
重
大
な
病
気
に
つ
な
が
り
、
生

活
の
質
の
低
下
や
医
療
費
の
増
大
を
招

き
ま
す
。 

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

に
着
目
し
て
こ
れ
ら
の
病
気
の
リ
ス
ク

の
有
無
を
検
査
し
、
リ
ス
ク
が
あ
る
方

の
生
活
習
慣
を
よ
り
望
ま
し
い
も
の
に

変
え
て
い
く
た
め
の
保
健
指
導
を
受
け

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康

診
断
で
す
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　
先
発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て

き
た
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
医

薬
品
メ
ー
カ
ー
が
製
造
・
販
売
す
る
、

厚
生
労
働
省
か
ら
「
先
発
医
薬
品
と
同

等
の
効
能
や
効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
認

め
ら
れ
た
医
薬
品
で
す
。
す
で
に
有
効

性
や
安
全
性
に
つ
い
て
先
発
医
薬
品
で

確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
発
期

間
や
コ
ス
ト
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と

で
、
先
発
医
薬
品
と
比
べ
て
値
段
が
安

く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
循
環
器
系
の
疾
患
」
に
次
い

で
高
い
疾
病
分
類
は
、
が
ん
な
ど
の
「
新

生
物
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
１
件

当
た
り
の
医
療
費
が
全
道
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
「
新
生
物
」
の
疾
病
と
し
て
、
大

腸
が
ん
や
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
「
新
生
物
」
に
よ
る
疾
病
の
１
件
当
た

り
の
医
療
費
が
高
い
理
由
と
し
て
、
薬
代

が
高
い
こ
と
や
診
療
日
数
が
長
い
こ
と
、

そ
し
て
、
手
術
や
入
院
が
多
い
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

市
の
平
成
24
年
度
の
国
保
１
人
当
た
り

の
医
療
費
は
41
・
８
万
円
で
、
全
国
平
均

や
全
道
平
均
と
比
べ
て
高
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
率
を
平
成
29
年
度
ま
で
に
60
％

以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
普
及

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
保
加
入
者
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
率
は
、
26
年
９
月
診
療
分
は

53
・
４
％
で
、
25
年
同
月
診
療
分
43
・
４
％

と
比
べ
、
10
ポ
イ
ン
ト
利
用
が
増
え
ま
し

た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
先
発
医
薬
品
の
特

許
が
切
れ
、
新
た
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
製
造
さ
れ
た
こ
と
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
た
方
が
増
加
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
は
、
慢
性
疾
患
な
ど
の
薬
を
処
方
さ

れ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
一
定
額
の
節
約
効
果
が
期
待

で
き
る
市
の
国
保
加
入
者
に
対
し
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
た
場
合
の

「
医
療
費
差
額
通
知
」
を
25
年
度
か
ら
郵

送
し
て
お
り
、
今
年
も
対
象
者
に
お
知
ら

せ
し
利
用
を
促
し
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
希
望

す
る
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤

師
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
で

き
ま
す
か
？
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
メ

●全国、全道、留萌市の
　1人当たりの医療費（平成24年度）

●留萌市の国保の疾病別医療費の状況（平成26年５月診療分）

　「ジェネリック医薬品を
利用できますか？」と
　　　　お伝えください。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

希
望
す
る
方
は
、医
師
・
薬
剤
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　市は、皆さんの健康づくりをさまざまな形で応援しています。その一つとして、国
民健康保険（国保）は、定期的な健康診断の受診やジェネリック医薬品の利用促進など、
皆さんの身近な医療・健康に関わる取り組みを進めています。市の国保の医療費の特
徴を知って、ご自身の健康を守るためにできることを、一緒に考えていきませんか。
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留萌市全道平均全国平均

31.0万円
35.0万円

41.8万円

疾　病　分　類 件数 医療費（円） 構成割合（％）
１件当たりの
医療費（円）

循環器系の疾患 953 31,839,250 21.0 33,409

新生物 192 25,901,820 17.1 134,905

精神および行動の障害 225 20,603,660 13.6 91,572

消化器系の疾患 633 15,067,960 9.9 23,804

筋骨格系および結合組織の疾患 464 10,352,110 6.8 22,311

※疾病分類上位を抽出しているため、構成割合は100％になりません。
※筋骨格系および結合組織の疾患にはリウマチ、痛風、骨粗しょう症などがあります。

●留萌市の特定健診と特定保健指導の
実施率の目標（平成25年度〜29年度）

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

施
状
況
や
成
果
を
検
証
・
評
価
し
た
上
で
、

計
画
を
見
直
し
、
目
標
も
改
め
て
設
定
し

て
、
25
年
度
か
ら
新
た
に
第
２
期
計
画
期

間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
達
成
し
よ
う
と
す
る
特
定
健

診
実
施
率
や
特
定
保
健
指
導
実
施
率
を
年

度
ご
と
に
段
階
的
に
設
定
し
、
計
画
期
間

の
最
終
年
度
の
29
年
度
に
は
60
％
を
目
標

と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
初
年
度
の
25
年
度
の
実
績
は
、
特

定
健
診
実
施
率
は
31
・
２
％
、
特
定
保
健

目　標 特定健診
実施率

特定保健指導
実施率

平成25年度 30.0% 20.0%

平成26年度 35.0% 30.0%

平成27年度 40.0% 40.0%

平成28年度 50.0% 50.0%

平成29年度 60.0% 60.0%

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
42
万
円

60
％
の
利
用
率
を
目
標
に

●ば
●と
●こ

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

利
用
を
希
望
す
る
方
は

リ
ッ
ト
と
し
て
、
飲
み
や
す
い
よ
う
に
薬

の
大
き
さ
や
匂
い
が
改
善
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
り
、
飲
み
や
す
い
薬
を
自
分
で
選

べ
る
こ
と
で
す
が
、
全
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

有
効
成
分
や
効
果
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が

添
加
物
が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
つ
方
は
選
択
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
の
で
、医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
の
上
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
加
入
割

合
が
高
い
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
す
が
、

疾
病
の
特
徴
に
も
要
因
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　

下
記
の
表
は
、
26
年
５
月
診
療
分
に
お

け
る
市
の
国
保
の
医
療
費
を
疾
病
別
に
分

類
し
、
上
位
５
位
を
記
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
で
医
療
費
が
最
も
高
く
、
受
診

件
数
の
多
い
疾
病
分
類
は
「
循
環
器
系
の

疾
患
」
と
な
っ
て
い
て
、
中
で
も
１
件
当

た
り
の
医
療
費
が
全
道
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
「
循
環
器
系
の
疾
患
」
の
特
徴
的
な

疾
病
と
し
て
、高
血
圧
性
疾
患
や
脳
梗
塞
、

脳
内
出
血
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　「自分の現在の身体の状態と特徴はどうなんだ
ろう？」と思った方には、確かめる方法の一つと
して「健康診断」をお勧めします。市の国保では、
下記の健診を実施していますので、自分の健康状
態を知るためにも、ぜひ活用してください。
●特定健診
　生活習慣病に着目した健診です。平成25年度
の受診率は31.2％と、市の国保加入者の３人に
１人が受診しています。
●脳ドック
　脳梗塞や脳内出血などの脳疾患の早期発見・早
期治療を目的に実施しています。
●がん検診（市・保健医療課実施）
　市・保健医療課ではがん検診（胃・肺・大腸・乳・
子宮）を実施しています。

指
導
実
施
率
は
32
・
４
％
で
、
い
ず
れ
も

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
幸
先
の

良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

自分の健康状態を知ろう！

安心して医療を受けるために
一人ひとりができること

　広報るもい４月号「く
らしのお知らせ」では、
特定健診の日程などにつ
いて、詳しくお知らせし
ます。
　ぜひ受診しましょう。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
自
ら
の
身
体
の
状

態
に
気
づ
く
た
め
に
も
一
年
に
一
度
特
定

健
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ
し

て
、
安
心
し
て
自
分
に
合
っ
た
薬
を
選
択

し
、
費
用
の
負
担
を
節
約
で
き
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
健
康
で
イ
キ
イ
キ
と
し
た
暮

ら
し
の
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。


